
　
開
場
 

十
三
時

終
演
予
定
　
十
七
時
三
十
五
分
頃
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友
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史
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郎

安

福

　
光

雄

幸

　
　
信

吾
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一

噌

　
隆

之

桜

井

　
　
均

弱

法

師

来
迎
拍
子

誓

願

寺

二
〇
二
〇
年
三
月
八
日

(

日

)

十
四
時
始

次
　
回
　
予
　
告

登

坂

　
武

雄

亀

井

　
保

雄

東

川

　
光

夫

登

坂

　
武

雄

小

林

与

志

郎

大

坪

喜

美

雄

辰

巳

大

二

郎

佐

野

　
玄

宜

〃

ワ
キ
ツ
レ

大

日

方

　
寛

金

井

　
雄

資

佐

野

　
由

於

藤

井

　
雅

之

能

村

　
晶

人地
謡

地
謡

小
鼓

大
鼓

柿

原

　
弘

和

間
野

村

　
　
萬

梅

村

　
昌

功

則

久

　
英

志

朝

倉

　
俊

樹

野

村

　
万

蔵

野

村

万

之

丞
笛

〃 〃 佐

渡

狐

小

倉

健

太

郎

今

井

　
　
基

宝

生

会

 
月

並

能

後
見

後
見

山

内

　
崇

生

宝

生

　
和

英

ワ
キ

三

川

　
淳

雄

ワ
キ

於
　
　

宝
 

生
　

能
　

楽
　

堂

小
鼓

大
鼓

殿

田

　
謙

吉

　
二
月
九
日
（
日
）

　
午
後
二
時
始笛

太
鼓

小

野

寺

竜

一

小

林

　
晋

也

　
　
　

演
　
目
　
の
　
解
　
説

　　

能
「

難
波
」
（

な
に
わ
）

熊
野
詣
で
を
済
ま
せ
た
臣
下
が
摂
津
の

難
波
の
里
へ
帰
っ

て
来
ま
す
。

そ
こ
へ

若
い
男
と
、

老
人
が
現
れ
、

梅
の
木
の

周
り
を
掃
き
清
め
て
い
る
の
で
、

言
葉

を
か
け
ま
す
。

老
人
は
名
木
で
あ
る
難

波
の
梅
の
木
の
こ
と
、

仁
徳
天
皇
の
仁

政
の
こ
と
な
ど
を
語
り
、

我
こ
そ
「

難

波
津
」

の
歌
を
詠
ん
だ
百
済
国
の
王
仁

で

あ

る

と

明

か

し

て

去
っ

て

行

き

ま

す
。

そ

の

夜
、

梅

の

精
「

木

花

咲

耶

姫
」

と
王
仁
が
現
れ
、

華
麗
な
舞
と
重

厚
な
舞
楽
を
舞
っ

て
、

共
に
天
下
泰
平

を
祝
福
し
ま
す
。

　 
狂
言
「

佐
渡
狐
」
（

さ
ど
ぎ
つ
ね
）

佐
渡
の
国
の
百
姓
と
越
後
の
国
の
百
姓

が
、

領
主
に
年
貢
を
納
め
に
行
く
途
中

で
道
連
れ
に
な
り
、

佐
渡
に
狐
が
い
る

か
い
な
い
か
の
論
争
に
な
り
ま
す
。

二

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
一
腰

(

ひ
と
こ
し
＝

刀
）

を
賭
け
、

役
人
の
奏
者
に
判
定
を

頼
む
こ
と
に
し
ま
す
。

先
に
年
貢
を
納

め
に
入
っ

た
佐
渡
の
百
姓
は
、

実
は
狐

を
見
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、

奏
者

に
賄
賂
を
渡
し
そ
の
形
や
色
を
教
え
て

も
ら
い
ま
す
。

い
ざ
判
定
の
た
め
、

二

人
揃
っ

て
奏
者
の
前
に
出
る
と
…
…
。

　
能
「

錦
戸
」
（

に
し
き
ど
）

源
義
経
は
平
家
を
滅
ぼ
し
た
後
、

兄
頼

朝
と
不
仲
に
な
り
、

奥
州
の
藤
原
秀
衡

を
頼
っ

て
身
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

と

こ
ろ
が
そ
の
秀
衡
の
死
後
、

長
男
錦
戸

太
郎
は
頼
朝
の
意
を
汲
み
、

義
経
を
討

つ

事

を

決

心

し

弟

泰

衡

と

も

同

心

し

て
、

三
男
泉
三
郎
を
説
得
す
る
た
め
屋

敷
に
や
っ

て
来
ま
す
。

三
郎
は
親
の
遺

言

を

盾

に

兄

達

に

反

対

し
、

錦

戸

は

怒
っ

て
帰
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

母
か
ら

の
文
で
兄
達
が
攻
め
て
来
る
事
を
知
っ

た
三
郎
は
、

妻
を
自
害
さ
せ
た
上
で
、

自
宅
で
奮
闘
し
ま
す
が
、

最
後
に
は
捕

え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
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開
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一
時
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月
十
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日
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嵐

山

二
〇
二
〇
年
三
月
十
四
日

(

土
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午
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次
　
回
　
予
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演
　
目
　
の
　
解
　
説

　 
 
能
「

弓
八
幡
」
（

ゆ
み
や
わ
た
）

後
宇
多
院
に
仕
え
る
臣
下
が
勅
命
に
よ
っ

て
男

山
八
幡
宮
に
参
詣
し
ま
す
。

初
卯
の
祭
り
で
賑

わ
う
人
々
の
中
に
、

若
い
男
を
伴
い
、

弓
を
錦

の
袋
に
包
ん
だ
老
人
が
現
れ
、

こ
れ
を
帝
へ
の

捧
げ
物
と
言
い
、

臣
下
に
渡
し
ま
す
。

袋
か
ら

弓
を
出
そ
う
と
す
る
臣
下
を
制
し
、

桑
の
弓
と

蓬
の
矢
に
て
世
を
治
め
た
神
代
の
こ
と
を
語

り
、

泰
平
の
世
に
弓
は
不
要
な
の
で
納
め
る
の

だ
と
説
明
し
ま
す
。

自
ら
は
八
幡
宮
の
末
社
の

神
「

神
良
」

の
神
で
あ
る
と
告
げ
て
夜
神
楽
を

待
て
と
言
っ

て
消
え
失
せ
、

夜
半
に
颯
爽
と
舞

を
舞
っ

て
御
代
を
寿
ぎ
ま
す
。

　
　
狂
言
「

舟
船
」
（

ふ
ね
ふ
な
）

西
ノ
宮
へ
遊
山
へ
出
掛
け
る
事
に
し
た
主
人
と

太
郎
冠
者
は
、

神
崎
の
渡
し
で
舟
に
乗
る
事
に

し
ま
し
た
。

太
郎
冠
者
が
遠
く
に
停
泊
し
て
い

る
舟
に
向
か
い
「

船
（

ふ
な
）

や
ー

い
」

と
呼

ぶ
と
、

主
人
は
「

舟
（

ふ
ね
）

と
呼
べ
」

と
指

示
し
ま
す
。

太
郎
冠
者
は
古
歌
を
引
用
し
、

昔

か
ら
「

船
」

と
詠
む
の
で
、

正
し
く
は
「

船
」

だ
と
主
張
し
、

主
人
は
「

舟
」

が
正
し
い
と
主

張
し
ま
す
。

主
人
と
太
郎
冠
者
の
「

舟
か
船

か
」

の
古
歌
争
い
に
発
展
し
ま
す
。

歌
に
詰

ま
っ

た
太
郎
冠
者
は
今
度
は
謡
で
応
戦
し
ま
す

が
、

そ
の
謡
に
は
「

船
」

も
「

舟
」

も
出
て
く

る
の
で
、

主
人
に
怒
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

 
　
能
「

胡
蝶
」
（

こ
ち
ょ

う
）

吉
野
の
山
奥
か
ら
京
へ
や
っ

て
来
た
僧
が
、

一

条
大
宮
で
折
か
ら
咲
き
誇
る
梅
の
木
を
眺
め
て

い
る
と
、

美
し
い
女
が
声
を
か
け
て
現
れ
ま

す
。

不
審
に
思
っ

た
僧
が
名
を
尋
ね
る
と
、

自

分
は
蝶
の
化
身
で
あ
り
、

四
季
折
々
の
草
花
に

戯
れ
る
身
で
は
あ
る
が
、

唯
一
早
春
に
咲
く
梅

に
だ
け
は
縁
が
な
く
、

僧
の
功
徳
で
梅
の
花
に

戯
れ
る
こ
と
が
出
来
た
ら
と
言
っ

て
消
え
失
せ

ま
す
。

そ
の
夜
の
僧
の
夢
に
美
し
い
蝶
が
現

れ
、

僧
の
お
か
げ
で
遂
に
梅
の
花
に
出
会
え
た

こ
と
を
喜
び
、

舞
を
舞
い
ま
す
。

　
　
能
「

是
界
」
（

ぜ
が
い
）

大
唐
の
天
狗
の
首
領
是
界
坊
は
、

か
ね
が
ね
神

道
の
国
で
あ
る
日
本
を
魔
道
に
引
き
込
も
う
と

決
心
し
、

日
本
の
天
狗
の
首
領
で
あ
る
太
郎
坊

を
訪
ね
て
比
叡
山
ま
で
や
っ

て
来
ま
す
。

是
界

坊
は
太
郎
坊
の
庵
室
で
自
ら
の
野
望
を
語
り
、

太
郎
坊
も
協
力
を
申
し
出
て
、

ま
ず
日
本
の
天

台
山
た
る
比
叡
の
御
坊
に
襲
い
か
か
ら
ん
と
嵐

と
共
に
去
っ

て
行
き
ま
す
。

場
面
が
替
わ
っ

て
、

比
叡
山
の
僧
が
勅
命
を
受
け
て
参
内
す
る

た
め
下
山
す
る
途
中
、

俄
か
に
天
候
が
悪
化

し
、

垂
れ
込
め
る
黒
雲
の
中
か
ら
天
狗
姿
の
是

界
坊
が
襲
い
か
か
り
ま
す
が
、

日
本
の
仏
神
の

力
を
合
わ
せ
て
の
総
攻
撃
に
降
参
し
、

逃
げ
帰

り
ま
す
。

水

上

　
　
優

髙

橋

　
憲

正

大

友

　
　
順
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